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１．はじめに
　小学校の教育は，小学校学習指導要領（以下，「指
導要領」とする）第1章総則第1教育課程編成の一
般方針に定めている，「各学校においては，教育基
本法及び学校教育法その他の法令並びにこの章以下
に示すところに従い，児童の人間として調和のとれ
た育成を目指し，地域や学校の実態及び児童の心身
の発達の段階や特性を十分考慮して，適切な教育課
程を編成するものとし，これらに掲げる目標を達成
するよう教育を行うものとする。」1）に従い行われ
ることになる。また，小学校体育科授業の内容構成
は，指導要領に則り，低・中・高学年の2学年ずつ
3段階で示されている。
　体育科の内容は大きく7区分され「領域」と呼ば
れる。領域構成と内容は表1のとおりである2）。各
領域は学年段階ごとに更に分類された内容で示され
る。各小学校ではこの領域・内容構成を基に実態に
合わせて年間指導計画を立案し，授業を行うことに
なる。
表１．体育科領域構成と内容
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
体ほぐしの
運動
体ほぐしの
運動
体ほぐしの
運動
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運動
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動遊び
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る運動
体力を高め
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ハードル走
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【走・跳の運動遊び】 【走・跳の運動】 【陸上運動】
走の運動遊び
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ボールゲーム
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ネット型ゲーム ネット型
ベースボール型ゲーム ベースボール型
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平泳ぎ
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表現
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【保健】
病気の予防
毎日の生活
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心の健康
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本稿では，体育科の運動領域の中から「ボール運動」
に注目し，内容を構成する「ゴール型」，「ネット型」，
「ベースボール型」から「ネット型」の内容を取り
上げる。運動種については「ソフトバレーボール」
を取り上げ，第5学年及び第6学年で行うこの領域
の授業について，指導要領の取り扱い及び指導要領
を規準とした小学校体育科授業実践の現状について
検証し，効果的な授業方法について具体案を提示し
たい。
２．小学校体育科における領域「ボール運動」の目
標及び内容
　体育科第5学年及び第6学年の目標は3つ掲げら
れている3）。
（1）活動を工夫して各種の運動の楽しさや喜び
を味わうことができるようにするとともに，そ
の特性に応じた基本的な技能を身に付け，体力
を高める。
（2）協力，公正などの態度を育てるとともに，
健康・安全に留意し，自己の最善を尽くして運
動をする態度を育てる。
（3）心の健康，けがの防止，及び病気の予防に
ついて理解できるようにし，健康で安全な生活
を営む資質や能力を育てる。
　この3目標は，運動領域（体つくり運動，器械運
動，陸上運動，水泳，ボール運動，表現運動）と保
健領域との共通目標である。第5学年及び第6学年
の目標を達成すべく「ボール運動」の内容をみてみ
ると，1）技能，2）態度，3）思考・判断から構
成され，それぞれの内容が簡潔に示されている。
　「ボール運動」の中で，今回取り上げた「ソフト
バレーボール」について，小学校学習指導要領解説
体育編（以下，「要領解説体育編」とする）の内容
に関わる部分をピックアップすると以下のように記
載されている。
　1）技能について，「（1）次の運動の楽しさや喜
びに触れ，その技能を身に付けることができるよう
にする。・ネット型では，簡易化されたゲームで，チー
ムの連係による攻撃や守備によって，攻防をするこ
と。」，2）態度について，「（2）運動に進んで取り
組み，ルールを守り助け合って運動したり，場や用
具の安全に気を配ったりすることができるようにす
る。」，3）思考・判断については，「（3）ルールを
工夫したり，自分のチームの特徴に応じた作戦を立
てたりすることができるようにする。」
　このように，学校教育においては「技能」のみな
らず「態度」，「思考・判断」の重要性をはっきりと
掲げており，体育科の究極的な目標である「楽しく
明るい生活を営む態度を育てる」ことを目指してい
ることがわかる。
３．小学校体育科における領域「ボール運動」の内
容・構成
　今回取り上げた領域「ボール運動」は，要領解説
体育編が示すとおり，1・2学年，3・4学年にお
いては「ゲーム」として表記され，低学年を「ボー
ルゲーム」，「鬼遊び」で，中学年を「ゴール型ゲー
ム」，「ネット型ゲーム」，「ベースボール型ゲーム」
で内容を構成している。低・中学年を対象とするこ
れらの運動は，勝敗を競い合う運動をしたいという
欲求から成立した運動であり，主として集団対集団
で競い合い，仲間と力を合わせて競争することに楽
しさや喜びを味わうことができる運動である。
　高学年の「ボール運動」は，「ゴール型」，「ネッ
ト型」，「ベースボール型」で内容を構成している。
これらの運動は，ルールや作戦を工夫して，集団対
集団の攻防によって競争することに楽しさや喜びを
味わうことができる運動である。
　この3種の「型」の内容をみてみると，ゴール型は，
コート内で攻守が入り交じり，手や足を使って一定
時間内に得点を競い合うことを課題とし，ネット型
は，ネットで区切られたコートの中で攻防を組み立
て，一定の得点に早く達することを競い合うこと，
ベースボール型は，攻守を規則的に交代し合い，一
定の回数内で得点を競い合うことを課題としたゲー
ムである。
　これらの領域における技能は，「ボール操作」及
び「ボールを持たないときの動き」で構成され，攻
防のためにボールを制御する技能と，ボール操作に
至るための動きや守備・攻撃に関わる動きに関する
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技能から成り立っている。
４．小学校体育科における領域「ボール運動」－「ネッ
ト型」の技能
　運動領域「ボール運動」を構成する3つの「型」
の1つ「ネット型」について，要領解説体育編の技
能内容は次のように分類され示されている。
　「操作しやすいボールを用いたり，ボール操作に
ついての制限を緩和することを通して，連係プレー
による攻撃やそれに対応する守備がしやすくなるよ
うに簡易化されたゲームをする。ァ）軽くてやわら
かいボールを片手や両手で操作したり，チームの連
係プレーによる攻撃が成り立つように素早く場所を
移動したりして，ネットをはさんだゲームができる
ようにする。ィ）ボール操作についての制限を緩和
したボールがつながりやすい状況の中で，相手が捕
りにくいようなボールを打ち返すことができるよう
にする。」の技能内容である。
　つまり，ボレー（はじく）したり手で打つことの
技術が難しい「ネット型」ボール運動（ここではソ
フトバレーボール）においては，ボール操作が難し
いのでワンバウンドを認めたり，両手で保持してパ
スしたりなどの緩和策を講じることや，攻撃したり
守備をしたりの連係プレーを重視し，しかも対象の
レベルに応じ「簡易化」したゲームの展開も許容し
たネット型ゲームの学習をするようになっている。
　これらのことは，この領域の「技能」とされる「ボー
ル操作」及び「ボールを持たないときの動き」が基
本にあり，攻防のためにボールを制御する技能と，
ボール操作に至るための動きや守備・攻撃に関わる
動きに関する技能を身につけるための段階指導での
工夫と捉えることができる。
５．小学校体育科における領域「ボール運動」－「ネッ
ト型」の対象学年および授業時期
　各学校においては，児童に身に付けさせたい内容
について「何をどのように教えるべきか」を整理し，
単元内容や授業時間配分を決定し，年間の指導計画
に反映させて体育科年間指導計画を作成しなければ
ならない。
　中国・四国地方の多くの小学校が準教科書・教師
用指導書として採用している中・四国小学校体育連
盟編集の「わたしたちの体育」4）では，表2のよ
うに体育科の年間指導計画例を示している。表中の
記号は領域の略表示であり，1）「体→体つくり運
動」，2）「器→器械・器具を使った運動遊びまたは
器械運動」，3）「走→走・跳の運動遊びまたは走・
跳の運動，陸→陸上運動」，4）「水→水遊びまたは
水泳，浮→浮く・泳ぐ運動」，5）「ゲ→ゲームまた
はボール運動」，6）「表→表現リズム遊びまたは表
表２．2015年度（平成27年度）『わたしたちの体育』『わたしたちの保健』年間指導計画例
４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
１年 体 ④ 器 ④ 器 ④ ゲ ⑨ 表 ⑥ 水 ⑪ 表 ⑦ 走 ⑦ ゲ ⑩ 走 ⑦ 器 ⑦ 器 ⑦ 体 ⑤ 体 ⑤ ゲ ⑨ 102時間
２年 体 ④ 器 ⑤ 器 ⑤ ゲ ⑩ 表 ⑥ 水 ⑪ 表 ⑦ 走 ⑦ ゲ ⑩ 走 ⑦ 器 ⑦ 器 ⑦ 体 ⑤ 体 ⑤ ゲ ⑨ 105時間
３年 体③ 表 ⑥ 走 ⑥ ゲ ⑩ 保 ④ 浮 ⑪ 表 ⑥ 走 ⑧ 走 ⑥ 器 ⑥ ゲ ⑧ 器 ⑥ 器 ⑥ 体 ⑤ 体 ⑤ ゲ ⑨ 105時間
４年 体③ 表 ⑥ 走 ⑥ ゲ ⑩ 保 ④ 浮 ⑪ 表 ⑥ 走 ⑥ 走 ⑧ 器 ⑥ ゲ ⑨ 器 ⑥ 器 ⑥ 体 ⑤ 体 ⑤ ゲ ⑧ 105時間
５年 体 器 ⑥ 陸 ⑦ 器 ④ 保 ④ 水 ⑪ 表 ⑦ 陸 ⑤ 器 ⑥ ボ ⑪ 体 ⑥ 保 ④ 表 ⑦ ボ ⑩ 90時間
②
６年 体 器 ⑦ 陸 ⑥ 体 ⑥ 水 ⑪ 表 ⑥ 表 陸 ⑧ 器 ⑦ ボ ⑩ 保 ⑧ 表 ⑥ ボ ⑪ 90時間
② ②
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現運動」，7）「保→保健」の領域を表している。○
数字は授業時間数の目安を表し，下段は領域の具体
的内容を表している。
　この表から，中・四国小学校体育連盟編集の「わ
たしたちの体育」を採用する小学校においては，4
年生次に領域「ゲーム」としてソフトバレーボール
を10授業時間（5月～6月）配置し，5年生次に領
域「ボール運動」としてサッカー，ティーボール，
ソフトバレーボールの選択として10授業時間（2月
～3月）を配置，6年生次に領域「ボール運動」と
してソフトバレーボールが10授業時間（11月～ 12
月）配置されていることがわかる。
　したがって，ソフトバレーボールの学年連続性を
見てみると，最大で4年生から6年生までの3学年
で10授業時間を3年（30授業時間）行うことになり，
5年生次にソフトバレーボール以外の「ボール運動」
種を選択する場合は，4年生次と6年生次の2学年
で延べ20授業時間のソフトバレーボール学習をする
ことになる。また，各学年で行う単元時間数は10時
間で計画されているので，それぞれの小学校におい
ては，この時間内において「ねらい」の達成を目指
すよう単元計画を立てなければならない。
６．ｓ小学校における体育科授業研究の取り組み事例
　平成25・26年度においてｓ県教育委員会から体力
向上推進モデル事業指定校を受けたｓ小学校の運動
領域「ボール運動」5）の取り組みについて取り上
げ分析する。
　対象児童は6年生25名である。4年生次にソフト
バレーボールの単元を経験し，5年生次はソフトバ
レーボール以外の「ボール運動」を行い，そして6
年生次に再びソフトバレーボールに取り組んでい
る。ｓ小学校6年生次のこの単元の時間数は9授業
時間で計画され，1授業時間は45分である。
１）６年生次ソフトバレーボール単元計画（9h）
　 全 9 授 業 時 間 の 学 習 過 程 は，1． オ リ エ ン
テーション（1h/9h），2．ボール操作に慣
れ，パスやアタックをして簡単なゲームを楽し
む（3h/9h）。3．ボールをつなぐ動きを身
につけ，チームで作戦を工夫してゲームを楽しむ
（4h/9h）。4．大会（ゲーム，1h/9h）で
単元を計画している。
　オリエンテーション後の第2時間目は，第3時間
目以降の活動の中心となる「タスクゲーム」の紹介
と4種のタスクゲームの展開，第3時間目から第6
時間目はタスクゲームの発展からゲームへの展開，
第7時間目からはチームとしての作戦を考えた試合
の展開で，第9時間目で集大成の大会運営までを学
習する。
　タスクゲームやソフトバレーボールの試合が成立
するためのサーブ，レセプション（サーブを受ける
レシーブの名称），アタック，ディグ（アタックを
受けるレシーブの名称），つなぎのパス，セット（ア
タッカーにボールを送る操作名称）など，ボールを
操作したり，操作するための動き方やボールを持た
ないときの動き方などの個人的技術と技術的結合が
学習過程において課題化され，プログラム化されて
いる。
　未経験者による授業のみ短時間の学習で，攻守の
展開ができたりゲームが成立するまでの技術・技能
の習得は，チームを構成する個々の生徒の経験や技
量によって大きく異なる。僅か9授業時間でゲーム
を成立させ，ねらいを達成するには指導者の緻密な
計画性と指導力が必要であると言えよう。
２）学習のねらいと学習活動
　指導計画における学習のねらいと学習活動を整理
すると，表3のように4段階で計画されている。こ
こでは大まかな活動を取り上げ，計画全体の流れを
見る。
　小学校の授業時間は1時間当たり45分を基準と
している。各授業において，授業開始時での「学習
のめあてや内容の確認」，及び終了時の「学習をふ
り返る」時間を除くと，実運動時間はかなりタイト
であるといえる。更に，準備運動，整理運動の時間
を加味すると，単元の主運動学習時間はかなり限ら
れることから，本時の「ねらい」を対象生徒に合わ
せて的確な設定とすること，年齢や技能レベルを
しっかり把握しておくこと，これらに応じた的を射
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た学習内容を設定する必要がある。
時 学習のねらい 学習活動
1
ソフトバレーボール
のゲームの進め方が
わかり，単元全体の
見通しをもつ
1．オリエンテーショ
ン，チーム編成
2．コート準備，ボー
ル慣れ
3．タスクゲーム
4．他のタスクゲー
ムの紹介
5．学習をふり返る
2
　
3
　
4
ねらい１
ボール操作に慣れ,パ
スやアタックをして
簡単なゲームを楽し
む
1．学習のめあてや
内容の確認
2．タスクゲーム
3．パワーアップチー
ムタイム
4．ためしのゲームor
ゲーム
5．学習をふり返る
5
　
6
　
7
　
8
ねらい２
ボールをつなぐ動き
を身につけ，チーム
で 作 戦 を 工 夫 し て
ゲームを楽しむ
1．学習のめあてや
内容の確認
2．タスクゲームorパ
ワーアップチーム
タイム
3．ゲーム（総当たり
戦）をする
4．学習をふり返る
9
作戦をいかして大会
を楽しむ
1．学習のめあてや
大会説明をする
2．大会をする
3．学習をふり返る
表３　ｓ小学校ソフトバレーボール学習のねらいと活動
　ｓ小学校においては，単元の「ねらい（技能）」
を達成するためにタスクゲームを多用し，個人技術
やプレーのつながりを重視した授業が展開されてい
ることがわかる。このタスクゲームにおいては，ソ
フトバレーボールの分習の意味あいを濃くした部分
練習でありながらも，タスクゲームでソフトバレー
ボールを十分楽しむことができる4種のゲームが用
意され，しかも全チームが異種のタスクゲームを一
斉に展開し，ローテーションすることで効率よくソ
フトバレーボールの要素を学習できるように工夫さ
れている。4種のタスクゲームは独立したゲームと
しても運動を楽しむことができる内容であり，短時
間でも生徒には有効な授業展開が考えられている点
が注目される。
３）６h/9h時間目の授業展開の実際
　6h/9h時間目は，単元計画では「ねらい
2．ボールをつなぐ動きを身につけ，チームで作戦
を工夫してゲームを楽しむ」，共通課題として「チー
ムの仲間とのコンビネーションを工夫して得点しよ
う」を掲げている段階である。
本時のねらい：見方がプレーしやすいようにボー
ルをつないで，相手コートに返球
することができる（技能）
学習過程 学習活動
課題把握
自 力 解
決・ 課 題
設 定・ 学
びあい
成果の行
動化
1．本時の学習のめあてを確認する
（5分）
2．タスクゲームをする，兄弟チー
ム（12分）
　・サーブランニングゲーム
　　2分間に何回サーブが入るか
　・フープアタックゲーム
2分間にジュンプアタックで投
げたテニスボールがフープ内に
何回はいるか
　・ラリーゲーム
2分間で何回ラリーが続けられ
るか
　・セットプレーゲーム
サーブ，レシーブ，トス，アタッ
クで1点
攻撃ボールをキャッチで1点の
合計
3．パワーアップゲームをする（10分）
4．総当たり戦のゲームをする（13分）
　・8チーム　4コート
5．学習の振り返りをする（5分）
表４　ｓ小学校のソフトバレボール6h/9h時間目の授業展開
　
　表4からは「予想される子どもの動きや考え」，「教
師の支援」は削除している。
　ｓ小学校が計画した授業では，チーム編成時に運
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動能力や運動経験を考慮し，また，チーム力アップ
をねらいにした「兄弟チーム」を設定して，タスク
ゲーム時においては兄弟チームで協力し合って個人
的技術やチーム力のアップを図る仕組みを開発する
など良く工夫された緻密な計画がなされている。
　また，バレーボールの特徴である「ボレー」だけ
ではなく，ワンバウンドを許可したり，サーブを投
げ入れるなどの特別リールを採用した「簡易化され
たゲーム」を工夫して導入していると共に，アンダー
サーブでの加点，レセプションとディグはキャッチ
を認める，メンバーの協力促進をねらったワンラ
リー3人触球で3点，三回触球で2点，それ以外の
返球1点等の独自ルール導入により，児童の意欲を
高める工夫を導入している点が高く評価できる。
　更に，チームの変容が数値でも確認できるよう，
チーム対抗戦成績と共にタスクゲームでの課題達成
ポイントのチーム最高記録が一覧表として張り出さ
れ，記録更新も授業時にチームで記入するなど児童
の学習意欲を高める工夫がなされている。
７．他事例との比較
　小学校体育の全学年・全単元・全時間の授業を学
年ごとにまとめ，シリーズテキストとして出版して
いる『新版　小学校体育　イラストで見る全単元・
全時間のすべて　6年』6）から，「ネット型ゲーム
（選択①ソフトバレーボール）」を比較事例として選
定した。このテキストは全学年をシリーズでまとめ
ていることから，小学校段階の接続及び発達の段階
に応じた指導内容の整理がなされそれを明確に示す
ことで体系化が図られていること，運動内容に要領
解説体育編で示されている運動内容の「例示」がす
べて取り入れられ各学年ごとの年間指導計画に単元
として示されていて分かりやすいことから比較資料
とした。
　このテキスト（以下，「比較事例」とする）が紹
介する6年生次ソフトバレーボール授業の進め方
は，表5の展開である。
時 学習のねらい 学習活動
1
単元のねらいや学習
の進め方を知り，単
元の見通しをもつこ
とができるようにす
る
1．集合あいさつ，単
元の見通しをも
つ，チーム編成
2．コート準備
3．準備運動の意図，
やり方理解
3．練習ゲーム
4．整理運動
5．学習をふり返る，
片付け
2
　
3
　
4
・ゲームの行い方を
知り，ルールーを
工夫することがで
きるようにする
・チームや一人ひと
りを生かした作戦
・チームの力を高め
る
1．集合あいさつ，準
備
2．約束・作戦確認
3．練習ゲーム（ア
タック・ブロッ
ク）
4．ゲーム
5．学習をふり返る
5
チームで協力して活
動し，自分たちのよ
さを生かした作戦を
立ててゲームを楽し
むことができるよう
にする
1．集合あいさつ，準
備
2．約束・作戦確認
3．大会（ゲーム）
5．単元の学習をふ
り返る
表５　比較事例が示すソフトバレーボール学習のねらいと活動
　5授業時間での単元構成であるが，単元全体を3
つの段階構成にしている点や，表現は違うものの内
容については，ｓ小学校の計画とほぼ同じになって
いる。
　段階構成の比較をすると次のとおりである。
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1段階
（ｓ小学校）課題把握
（比較事例）単元のねらいや学習の進め方を知
り，単元の見通しをもつことができるようにす
る
2段階
（ｓ小学校）自力解決・課題設定・学びあい
（比較事例）・ゲームの行い方を知り，ルールー
を工夫することができるようにする
・チームや一人ひとりを生かした作戦
・チームの力を高める
3段階
（ｓ小学校）成果の行動化
（比較事例）チームで協力して活動し，自分た
ちのよさを生かした作戦を立ててゲームを楽し
むことができるようにする
　ソフトバレーボールは，個人的技術の上にチーム
プレーが成り立つスポーツ種目である。ともすれば
一人ひとりの個人的技術の向上に時間を費やしがち
になるのだが，比較においては両者共にゲームを中
心に単元構成をしている点は注目される。
　特にソフトバレーボールのようにボールを持つこ
と，置くことが禁止されるルールでの競技は，初心
者とって「ボレー」プレーを続けること，ましてや
攻防のあるゲーム展開は難しいとされるが，この点
においても，指導要領の領域「ボール運動：ネット
型」技能の内容で示されるように，初心者でもチー
ムで協力して「ゲーム」を楽しむことができるため
の方策として，「ボール操作についての制限の緩和」，
「連係プレーにより攻守がしやすくなる簡易化され
たゲーム」の工夫が両者ともに取り入れられている
点も共通している。
　ｓ小学校授の6h/9h時間目と学習内容の進捗
が同等の比較事例での学習過程は表6のとおりであ
る。
本時のねらい：チームで協力して活動し，チーム
や1人1人のよさを生かした作戦
でゲームを行い，チームの力を高
めることができるようにする
学習過程 学習活動
はじめ
（4分）
準備運動
（5分）
練習ゲー
ム
（10分）
ゲーム
（20分）
整理運動
（2分）
まとめ
（4分）
・集合・あいさつ
・コート・用具の準備を行う
・約束ごと，作戦を確認する
・やる気を高める運動をする
チームで円陣パスや円陣バウンド
ラリーを行う
・練習ゲームをチームで選んで取組
む
・ゲームを行う
　各チーム2ゲーム　1ゲーム審判
・体を伸ばしたり，使った部位をほ
ぐす
・今日の学習をふり返り，学習カー
ドを記入する
・後片付け
表６　比較事例のソフトバレーボール4h/5h時間目の授業展開
　授業計画では，毎時が「はじめ」⇒「ゲーム」⇒「ま
とめ」で構成されている。この授業の流れや構成は，
基本的にｓ小学校も同じであるが，ｓ小学校の事例
では「準備運動」，「整理運動」は紙面上では割愛さ
れている。
　比較事例でも，練習（ゲーム），ゲームの学習時
間は1授業時間当り30分であり，ｓ小学校において
も6h/9h時間目の授業で主運動学習時間が35分
となっていることから，小学校での体育科授業にお
ける単元「ボール運動」（ソフトバレーボール）で
の主運動時間は凡そ30分として指導計画を立てる必
要があると推察できる。
　1授業時間45分間（主運動割当は凡そ30分）の授
業と単元9～ 10時間内での単元設定では，運動領
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域の技術・技能面における「目標達成」には限界が
あるといわざるを得ない。このような時間的制限を
も考慮して学習過程を工夫し，繰り返しの試行の中
で如何に授業効率を高くしてソフトバレーボールの
「醍醐味」を味わうことができる体育学習を展開し，
成果の上がる計画をしていくかは，授業担当教員の
力量によるところが多いのではないか。
　しかしながら，小学校では体育を専門領域として
いる教員ばかりが体育を担当するわけではない。す
べての教員が体育科を担当しなければならないこと
から，汎用性のある指導計画モデルが求められよう。
また，1授業時間は45分と短いものの，開始時の「学
習のめあてや見通しをもつ」こと，終了時の「学習
のふり返り」は，児童にも指導者にも重要な学習ルー
ティンであり目標を達成するためにも丁寧に対応す
べき部分である。
　今回は運動領域の技術・技能面のみを取り上げて
いる。指導要領では各学年の目標及び内容が示され
ているが，内容は，1）技能，2）態度，3）思考・
判断から構成されており，小学校における学習は技
術指導のみではなく，態度，思考・判断も学びの中
心にあることは忘れてはならない。
８．ソフトバレーボールのリードアップと技能の学習
　6年生次の単元「ボール運動：ソフトバレーボー
ル」の個人的技術練習からゲームにつなげるまでの
練習方法について考察する。
　ｓ小学校が取り上げている6年生次のリードアッ
プ及びスキルドリルは次のとおりである。
・ドッジビーキャッチ
・ボールリフティング
・三角パス
・タスクゲーム
1 ラリーゲーム…2分間ラリー
2 サーブランニングゲーム…2分間サーブ
3 フープアタックゲーム・・アタック練習
4 セットプレーゲーム・・サーブ，レセプショ
ン，セット（パス），アタックの三段攻撃
・ゲーム
　比較事例が取り上げている6年生次のリードアッ
プ及びスキルドリルは次のとおりである。
・様々な投げ上げキャッチ
・ボールリフティング
・かべ打ち（アタック）
・席替え鬼
・円陣パス
・円陣バウンドラリー
・アタック，ブロックゲーム
・レシーブゲーム
・パスゲーム
・ゲーム
　授業においては，集合あいさつ・準備運動で体の
部位をほぐすことから始まり，主運動の導入となる
リードアップ（同・ゲーム）やスキルドリルを行い，
本時の主運動へ展開するのが基本である。
　また，動きや運動は通常，漸進性の原則により易
⇒難，弱⇒強，簡単⇒複雑の順序で行うことが大切
である。一人一人の個人的技術から技術的結合へ導
き，簡易なゲーム・総合的なゲームへ導くのが好ま
しい。
　ソフトバレーボールに必要な個人的技術を挙げる
と，サーブ，レセプション（サーブレシーブ），セッ
ト（パス），アタックとフェイント，ブロック，ディ
グ（アタックレシーブ）である。ゲームが成り立つ
には最低でもサーブとパスプレーは必要不可欠であ
る。
　要領解説体育編の領域「ボール運動：ネット型」
では，「ネット型では，簡易化されたゲームで，チー
ムの連係による攻撃や守備によって，攻防するこ
と」，「操作しやすいボールを用いたり，ボール操作
についての制限を緩和することを通して，連係プ
レーによる攻撃やそれに対応する守備がしやすくな
るように簡易化されたゲームをする」こととある。
つまり，「簡易化されたゲーム」とは，ルールや形
式が一般化されたゲームを児童の発達段階を踏ま
え，プレーヤーの数，コートの広さ，プレー上の制
限（緩和），ボールその他の運動用具や設備など，ゲー
ムのルールや様式を修正し，学習課題を追求しやす
いように工夫したゲームをいう。
　経験が少ない児童或いはプレーの定着ができにく
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い児童にはプレーの制限緩和を認め，ネットを挟ん
だゲームでチームの連係による攻撃や守備によって
攻防をすることをねらいとしているのである。
　ねらいを達成するために，サーブは「特別ルー
ル」で投げ入れることも考えられるし，パスは掴ん
で（キャッチして）投げることも可能である。授業
においてはソフトバレーボールを構成するプレーを
身に付けることを目指し，チーム同士の攻防をねら
いとするが，授業時間数，授業当たりの時間配分を
考慮すると，小学生児童のソフトバレーボール授業
では，全てのスキルを全ての児童がマスターしたう
えでゲームを展開することは困難と言わざるを得な
い。
　すべてのプレーが「特別ルール」では単元で取り
上げる種目そのものが成り立たなくなる恐れがある
ので，ゲーム中は特別ルールの1つ，または1回だ
け認めるくらいの「簡易化されたプレー・ゲーム」
が推奨される。大切なのは「簡易化されたゲーム」
においても，ネットを挟んだ攻防を楽しむことがで
きる程度のプレーレベルを身に付けることである。
9．ソフトバレーボールにおけるリードアップ及び
スキルドリルの提案
　ソフトバレーボール授業の比較・考察から，単元
時間数，1授業当たりの主運動時間を考慮した，6
年生次のソフトバレーボール単元のリードアップと
スキルドリルを提案したい。
　単元での目標は1）技能，2）態度，3）思考・
判断の観点から定めるが，今回は「1）技能」につ
いてのみ取り上げ，目標を「簡易化されたゲームで，
チームの連係プレーが成り立つようにボールを操作
し，ゲームをすることができる。」（技能）とする。
　1チームを3名～4名で想定し，できる限り人数
を少ないチーム構成にすることで，一人当たりの
ボール接触機会を増やすことをねらいとする。
　チーム編成も目標達成には重要な要素になる。
チーム間は等質グループとし，リーダーになり得る
児童を1名は配属させる。生徒自らがグループ分け
できるよう誘導し，意思の自己申告制「ハンドサイ
ン」によるチーム編成をする。すなわち，得意で自
信がある児童は「パー」，苦手で自信がない児童は
「グー」，その他は「チョキ」を一斉に出して「パー」
の児童をリーダーとしてチーム数に分ける。次に
「グー」の児童がチームを選んで配置，最後にチー
ム間が等質（均等）になるよう配置させる。この方
法を用い自らがチームを編成することで帰属感を醸
成させる。
　ｓ小学校が報告した「兄弟チーム」（チーム練習
を補助・協力し合う関係の2チーム）システムは，
チーム力を高め合うには素晴らしい発案で，1チー
ムのみでチーム力を高めることが困難な「チーム」
活動のリスクを補うのに余りある学習が期待でき
る。チーム活動にはぜひ取り入れたいシステムであ
る。
　筆者が提案する，6年生次のリードアップ及びス
キルドリルは次のとおりである。
・ボールを指先でドリブル20回×2
・アンダーハンドボールリフティング15回×2
・2人or3人で50回パス（近くで）
・1対1でフェイントとレシーブ（近くで）10回
・チーム小円陣でフェイント・ディグ・セット1分
・練習ゲーム（ネットを挟んだタスクゲーム）
　タスクゲームは「兄弟チーム」で行う
1）サーブ・レセプションゲーム
2）セット・アタック（フェイント）・ブロッ
クゲーム
　3）小コートゲーム（ボールが触れる程度）
・ゲーム（大会）
　提案の基本的なコンセプトは，単元は1授業当り
45分の設定であり，「はじめ（あいさつ，準備運動，
準備））」⇒「中（主運動のタスクゲーム・ゲーム）」
⇒「まとめ（整理運動，学習の振り返り，片付け）」
の構成はｓ小学校，比較事例と概ね類似している。
個人レベルの技術練習は準備運動を兼ねて行うこと
で活動時間の短い授業時間を効率よく運営できる。
　主運動に対する前段階の準備・補助運動となる
「リードアップ」或いは「リードアップゲーム」の
取り込みは，時間が十分確保できない場合のみなら
ず，運動・技術の段階的・系統的指導の面からも大
切な視点で，指導者が日頃から意識して活用・応用
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すべき方法である。
10．まとめ
　本稿では，小学校体育科の運動領域の中から「ボー
ル運動」に着目し，内容を構成する「ゴール型」，「ネッ
ト型」，「ベースボール型」から，小学校第5学年及
び第6学年で行う「ネット型」（ソフトバレーボール）
について，指導要領の取り扱い及び指導要領を規準
とした小学校体育科授業実践の現状を検証し，より
効果的な授業方法の試案を提示することを目的とし
た。
　今回は，対象をｓ小学校の報告した授業内容と『新
版　小学校体育　イラストで見る全単元・全時間の
すべて　6年』が示す小学校体育科授業例を検討対
象にし，授業の構成からリードアップ及びスキルド
リルの部分に着目して研究を進めた。
　運動技術・能力が異なる児童集団では，一人ひと
りに対応した指導が求められ，指導要領を基本にし
ながらも「楽しい授業作り」，「進んで取り組む授業
作り」，「効果の上がる授業作り」をするための単元
学習指導には，担当する教員の経験や授業研究に裏
打ちされた指導力が求められる。「楽しく，進んで
取り組み，効果の上がる授業作り」のためにも，指
導者の授業内容・展開の方法の工夫は重要である。
　今回取り上げた「ソフトバレーボール」の授業で
は，授業の主運動前に行う準備運動時に，主運動に
対する予備運動になる「リードアップ」或いは「リー
ドアップゲーム」の取り込みを習慣化するとともに，
スキルドリルにおいて内容を工夫した数種類のタス
クゲームを取り入れ繰り返し行うことを提案する。
技術練習に十分な時間が確保できない小学校体育科
授業での段階的指導，系統的指導ができ易くなり，
このことから，個人・チームの技術・技能の向上・
定着が期待できる。
　今回，筆者が設定したソフトバレーボール単元目
標である「簡易化されたゲームで，チームの連係プ
レーが成り立つようにボールを操作し，ゲームをす
ることができる。」（技能）は，緻密な授業計画，学
習があって達成されよう。
11．今後の課題
　今後は試案を学校現場で試行し，更に内容を実態
に合ったものに改変し，単元・授業目標達成のため
の学習過程の工夫，指導法の工夫，評価のあり方等
についてより細部を掘り下げて研究を深めて報告し
たい。
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